
湿地：
湿地における賢明な利用の原則

湿地の広さは、１ヘクタール以下から600万ヘクタールま
でさまざまです。これらの湿地は自然や人間の影響のも
と、めまぐるしく変化しています。湿地の管理や政策決定に
関わる人々には、取り組まねばならない基本課題がありま
す。それは、人間の生活を豊かにすると同時に生物多様性
やその他の湿地の恩恵を維持できる、回復力のある湿地
生態系を守るにはどうしたらよいかという課題です。

 これだけで何でも解決できるという
ような、都合のいい方法はありません
が、さまざまな経験から、役に立ちそう
な事例がいくつか見つかっています。

  湿地の計画作成と管理に
関する優良事例 
  湿地に関わりを持つ地元の人々に、初
期段階から参加してもらう 
  湿地の住人、所有者、管理者、そして湿
地から生活の糧を得ている人々は当
然ながら湿地に関心があります。それ
らの人々に直接参加してもらい、それ
らの人々のニーズに配慮します。 

  湿地に関する目録つくりや影響評価を
おこなう
  湿地の広がりやタイプ、湿地の生物多
様性の現況（生物の種類、数、希少種
の状態）、湿地がもたらすその他の恩
恵やその恩恵を受ける人々について
記録します。湿地で行われる可能性の
あるさまざまな利用や活動について、
どのような影響が生じると考えられる
か評価します。 

  湿地の賢明な利用計画を作成する
  保全する湿地が長期にわたって確実
に守られるような利用計画を作成しま
す。 

その内容は以下のようになるでしょう。
   保全する湿地のどこで、いつ、どのよう
な活動を行ってよいのかを定める。
   自然の再生産力内で狩猟や釣りをで
きるようにする。
   流域全体を広く視野に入れながら、そ
の湿地の水源確保や地下水に対する
影響について考慮した水管理計画を
作成する。
   地元住民の知識や能力を向上させる
機会を設ける。  
   エコツーリズムの可能性とそれに対す
るビジターセンターの協力方法を検
討する。

  計画実施機関を指定または設立する
  計画実施の権限を与える機関を指定
し、関係者すべてに明らかなようにし
ます。 
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賢明な管理につい
ての興味深い事例

 ラムサール条約
 一般にラムサール条約として知

られる『国際的に重要な湿地に
関する条約』は地球規模の政府
間条約で、湿地と湿地資源の保

全と賢明な利用のための国内行動と国
際協力の枠組みを提供するものです。こ
れは、世界ただ一つの湿地という単一の
生態系に焦点を当てた条約です。   

 

 湿地の変化のモニタリング
  計画に示されているとおり、定期的に
観察や調査を行います。

  ラムサール条約湿地への指定を目指
す
  身近な湿地が「国際的に重要な湿地」
に指定されていない場合、指定の可能
性や資金の調達、ラムサール条約湿地

れ、地元住民たちは今、カカウレブのラム
サール条約湿地指定に向けWWFに協力
を求めています。

 ラオス人民民主共和国
 セ・チャンポン  
ラムサール条約湿地
   このラムサール条約湿地は、湿地と沼地、
それに雨季になると冠水する森林で構成
されています。このあたりは雨季の間、魚
の産卵場所および絶滅危惧種のシャムワ
ニ( Crocodylus siamensis )の生息地とな
る重要な場所です。
   地元の人々は昔から水位の上下に合わ
せて米を栽培したり、魚を獲ったりしてき
ました。また、人々はこの湿地の一部を神
聖な場所であると考えています。
    2011年にラオス天然資源環境省とIUCN
ラオス事務所は、地元コミュニティの法規
と習慣を調査し、それらをこの湿地の公
的な管理計画の中に織り込むプロジェク
トを開始しました。

  モーリタニア
 ディアウリング国立公園  
ラムサール条約湿地
   セネガル川下流のデルタ地帯は、1986
年と1990年に2つのダムが建設されるま
で、きわめて豊かな生物多様性を誇って
いましたが、ダムの建設によってマングロ
ーブがほとんど消滅し、漁業は衰退しまし
た。
   10年後、ディアウリング国立公園が設立
されました。IUCN（国際自然保護連合）が
推進した湿地に関わる人々に関する調査
が行われ、ダム建設以前の河川の氾濫サ
イクルの再現が勧告されました。 
   再び河川の氾濫を起こすための水門と護
岸堤防の設置には、地元漁民の知恵を借
りました。現在、氾濫の時期と深さは漁民
と織物用の草の茎を集める女性たちとの
双方のニーズに基づいて調整されていま
す。

 フィジー
 カカウレブ サンゴ礁
   グレートシーリーフは地元ではカカウレ
ブと呼ばれ、世界で3番目に長い一続き
の保礁（海岸に並行したサンゴ礁）です。
   WWF南太平洋が2004年に行った生物多
様性調査で、国際的に重要な場所である
ことが確認されました。WWF南太平洋は
地域住民やその他の関係者と協働活動を
始めました。
  その結果、広域管理計画が作成され、沿
岸湿地やサンゴ礁自体を再生しつつ、持
続可能な漁獲を推進しました。
   10年後、この地域の状態は大いに改善さ

への指定が観光にもたらす利益につい
て検討します。また、指定の可能性につ
いて行政と話し合います。 

 さらに詳しい情報について
は、『ラムサールハンドブッ
クシリーズ（英語）』をご覧く
ださい
  ラムサール条約の専門家によって書か
れた賢明な利用に関する一連のハン
ドブックで、ここでふれた優れた事例
のすべてが、より詳しく説明されていま
す。このハンドブックは次のサイトから
無料でダウンロードできます。 
 
www.ramsar.org/wise-use-wetlands

このファクトシートは、ラムサール条約が
提供しています。統計の値は『Reference 
Sources sheet（参照元シート・別添・英語）
』に掲載されている各種出版物やウェブサ
イトから引用したもので、個別にダウンロ
ードできます。データについては、可能な
限り正確かつ慎重に調査されたものを提
供していますが、本書の内容はいかなる
保証も与えるものではありません。
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Appendix 2: Socio-Economic Field Survey Report: A Rights-based Approach to 

Conservation in the Xe Champhone Ramsar Site, Lao PDR 
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